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例 言

１ 本書は粟津カンジャバタケ遺跡の発掘調査報告書である。

２ 遺跡の所在地は珠洲市三崎町粟津地内である。

３ 調査原因は県営ほ場整備事業（粟津川地区）であり、同事業を所管する石川県農林水産部農業基

盤整備課が石川県教育委員会に発掘調査を依頼したものである。

４ 調査は（財）石川県埋蔵文化財センターが石川県教育委員会から委託を受けて平成１５（２００３）年度か

ら平成１７（２００５）年度にかけて実施した。業務内容は現地調査・出土品整理・報告書刊行である。

５ 調査に係る費用は石川県農林水産部農業基盤整備課と、文化庁の補助を受けた石川県教育委員会

が負担した。

６ 現地調査は平成１５（２００３）年度及び平成１６（２００４）年度に実施した。期間・面積・担当課・担当者（当

時）は下記のとおりである。

�平成１５（２００３）年度
期 間 平成１５（２００３）年１０月１４日～同年１１月７日

面 積 ２００㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 本田秀生（調査専門員）、谷内明央（主事）

�平成１６（２００４）年度
期 間 平成１６（２００４）年４月２７日～同年５月３１日

面 積 ５８０㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 金山哲哉（主任主事）、和田龍介（主事）、安中哲徳（主事）

７ 出土品整理は平成１７（２００５）年度に実施し、企画部整理課が担当した。

８ 報告書刊行は平成１７（２００５）年度に実施し、調査部調査第２課が担当した。執筆分担は下記のとお

りである。編集は安中哲徳（調査部調査第２課主任主事）が行った。

第１章：谷内明央（調査部調査第２課主事）

第２章：谷内明央、稲垣淳平（調査部調査第２課嘱託）

第３章：谷内明央

第４章 第１節：安中哲徳、谷内明央

第４章 第２節：森由佳（調査部調査第２課嘱託）

第５章：谷内明央

９ 調査には下記の機関、個人の協力を得た。

石川県農林水産部農業基盤整備課、大藤雅男、大安尚寿、奥能登農林総合事務所（旧珠洲農林総

合事務所）、珠洲市教育委員会、平田天秋（五十音順、敬称略）

１０ 調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。

１１ 本書についての凡例は下記のとおりである。

�方位は磁北である。
�水平基準は海抜高であり、T.P．（東京湾平均海抜高）による。
�出土遺物番号は挿図と写真で対応する。
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第１章 調査に至る経緯と経過

調査の経緯 県農林水産部農業基盤整備課（旧農地整備課。以下、農業基盤整備課）は農地の生産性

を向上させるために、農地・用排水路・農道等の整備を一体的に行う、ほ場整備事業を実施している。

一方、県教育委員会文化財課（以下、文化財課）は開発事業と埋蔵文化財保護との調整を図るため、

事前に事業内容の照会を受けている。農業基盤整備課は珠洲市三崎町粟津地内に、ほ場整備事業を計

画した。しかし工区内には周知の埋蔵文化財包蔵地である粟津カンジャバタケ遺跡が存在していた。

事業内容の照会を受けた文化財課は埋蔵文化財の保護が図られるよう設計の見直しを農業基盤整備課

に要請し、双方協議の結果、工事の影響が遺跡に及ぶ箇所を発掘調査対象とすることで合意がなされ

た。農業基盤整備課は文化財課に発掘調査を依頼し、文化財課は（財）石川県埋蔵文化財センター（以

下、埋文）に発掘調査を委託した。調査は調査部調査第２課が担当した。

調査の経過 平成１５年１０月９日に奥能登農林総合事務所（旧珠洲農林総合事務所。以下、農林）・文

化財課・埋文との間で現地協議が行われた。農林と地元の調整が難航した結果、調査着手が遅れ、依

頼面積７８０㎡のうち２００㎡を調査し、残りは来年度に調査することとなった。１０月１４日に表土除去を行

い、１６日から作業員が調査に参加した。遺構検出の結果、古代の土坑と中世の溝を確認した。小穴を

多数検出したが柱穴等の証拠を得るには至らなかった。また粟津川沿いの調査区南半は旧粟津川の流

路であった。狭い部分であるが検出面として捉えた層からは弥生土器が出土しており、トレンチを入

れた結果、検出面と同質の粗砂層が厚く堆積していた。土は粗砂質でしまりがないため、遺構検出・

掘削は予想以上に進捗したが、写真撮影で清掃するたびに上端が削られ壁面も崩落しやすい状況であ

り、完掘した遺構については早めに実測しなければならなかった。２１日に遺構掘削、２７日に写真撮影、

２８日に実測が完了した。調査区東端の立木３本については、元地権者の要望で調査区内外の境に移植

した。その作業に係る立会いと器材撤収を１１月７日に行った。

平成１６年４月２３日に農林・文化財課・埋文との間で現地協議が行われ、去年度の残り５８０㎡分を調

査することとなった。２７日に表土除去を行い、５月６日から作業員が調査に参加した。遺構検出の結

果、中・近世の土坑を確認した。土坑は方形を呈しており、骨片が出土していることから墓の存在を

想定できた。１５年度と同様の少穴や流路も検出しており、流路からは縄文～近・現代と多時期にわた

る遺物が出土している。また検出面として捉えた層からは縄文土器が出土した。２１日に遺構掘削・写

真撮影、２５日に実測が完了した。２８日に現地引渡し、２９日に器材撤収を行った。

平成１７年度、文化財課は平成１５・１６年度調査分の出土品整理と報告書刊行を埋文に委託した。出土

品整理は企画部整理課が担当し、報告書刊行は調査部調査第２課が担当した。
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第２章 遺跡の位置と環境

遺跡の位置と地理的環境 粟津カンジャバタケ遺跡は石川県珠洲市三崎町粟津地内に所在し、遺跡の

立地する三崎町粟津は珠洲市の北東端、粟津川河口付近に位置する。珠洲市は能登半島の北東端に位

置し、北は日本海、東・南は富山湾に面し、西は輪島市・能登町と接している。市の北部域は宝立山

を最高峰とする山地が大部分を占めており、その海岸線は外浦と呼ばれる。山地が直接海に迫って比

高の大きい急斜面や急崖の良く発達する岩石海岸からなり、その岩場の多い海岸線は美しい景観を見

せてくれている。また、市の東・南部域は高度３００m以下の丘陵地が大部分を占め、東部域には海成

段丘の顕著な発達が見られる。東・南部域の海岸線は比較的なだらかな砂浜海岸で内浦と呼ばれる。

内浦には広域ではないが平野部が見られる。小規模な河川がほとんどで大きな河川は見られない。

歴史的環境 珠洲地域での最も古い遺物として、旧石器時代晩期から縄文時代草創期にかけての尖頭

器が三崎町雲津地内で採取されている。縄文時代には塩津遺跡（３）・寺家錦戸遺跡（８）・粟津小学校

遺跡（１２）・高波フルヤ遺跡（２６）が存在し、中でも高波フルヤ遺跡は縄文時代前期から奈良時代までの

長期にわたる遺跡である。弥生時代には伏見野田山下遺跡（１９）・高波フルヤ遺跡（２６）・伏見遺跡（２７）

等がある。古墳時代の遺跡としては寺家須須神社（４）・粟津大宮司山遺跡（１０）・森腰天崇寺遺跡（１５）

・森腰浜遺跡（１６）・高波小崎遺跡（２２）・高波小崎C遺跡（２３）・高波小崎B遺跡（２４）・寺家錦戸ムカ

イバタケ遺跡（９）・伏見A遺跡（２９）等が存在する。このころから土器製塩が始まり、明治時代に至

るまで製塩活動が盛んに行われていた。市域でも特に高波・伏見・粟津など三崎町沿岸部に製塩遺跡

が集中している。古代の遺跡には宇治遺跡（１７）・高波宿崎遺跡（２１）・高波フルヤ遺跡（２６）がある。中

世の遺跡としては寺家クロバタケ窯跡群（２）・寺家安養寺遺跡（５）・谷内坂墓地（６）・須須神社金分

宮遺跡（７）・大宮司畑中世墓（１１）・粟津小学校遺跡（１２）・和田家墓地（１３）・琴江院墓地（１４）・宇治遺

跡（１７）・伏見野田山下遺跡（１９）・高波遺跡（２０）・高波宿崎遺跡（２１）・高波墓地（２５）等が存在する。こ

の時代から須恵器の系譜を引く珠洲焼の生産が始まる。確認できる最古の窯は寺社カメワリ坂１号窯

といわれ、寺家クロバタケ窯跡群をはじめ、市域全体では約２０基の窯があるといわれている。寺家ク

ロバタケ窯跡群は一箇所に多数の窯が集中しており、珠洲焼の甕・壺・鉢が多数出土している。平成

１７年度に県埋文センターによって発掘調査が行われた粟津小学校遺跡からは中世の集落跡や墓が確認

されている。なお、粟津カンジャバタケ遺跡は昭和５０年度に石川考古学研究会と金沢大学考古学研究

会が主体となって発掘調査が行われており、１９７６年に刊行された『珠洲市史』第一巻資料編自然・考

古・古代にその成果が掲載されている。
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第３章 調査の概要

調査の概要 調査面積は長さ１００m・幅は８m（東端は若干縮まる）の計７８０㎡で、平成１５年度は２００

㎡、平成１６年度が５８０㎡である。調査区は粟津川左岸に沿うようにして東西方向に伸びている。グリ

ッドは調査年度ごとに設定した。平成１５年度は実測用の杭を任意に打ち、西から順に１～２区まで設

定して遺物取上げを行った。平成１６年度は昨年度の東側に１０m間隔で杭を打ち、西から順に１～７

区まで設定して遺物取上げを行った。遺構番号も調査年度ごとに付しており統一はしていない。調査

区割図（第４図）は元々、平成１５・１６年度の２箇所に分かれていた図面を合成したものである。

調査区南半で検出した旧河道の面、すなわち黄橙色粗砂層（後述の�層）で遺構検出を行い、古代
の土坑、中世の溝、中・近世の土坑墓などを検出した。また、小穴を多数検出し、弥生時代～中世ま

での遺物が出土しているが、調査着手直前まで調査区内には大規模な稲架が立っていた状況であり、

撹乱穴に遺物が混入した遺構も相当数あったと想定される。埋土による時期差も認識しづらく、柱穴

と撹乱穴を区別できるような証拠を得るには至らなかったものも多い。遺構は調査区東端で減少する

が、これは遺跡の東限を示すものと判断した。遺物は縄文時代～近・現代までのものが出土した。

基本層序 土層は�～�の大きく５層に分かれる。土色は調査年度で統一されていない。そこで写真
や図面を参考にしつつ、年度ごとの層位がどのような土質を主体にしているかを基準に分層した。

平成１５年度調査区（第５・６図）では�表・耕土（１・２・２４・２５層）・�褐色粗砂（３・３６・４０
層）・�黄褐色粗砂（４・１４・１５・３７層）・�黄橙色粗砂（遺構検出面）の４層に分層した。遺構で
は SK０１、SD０４・０５・１０が�層、SD０６は�層に属する。ただ、削平されてはいるが SK０１は出土遺物
の時期や遺構の切合いから判断して、古代の遺構と想定している。平成１６年度調査区（第７～１１図）

では�表・耕土（２・７・８・１２・２４・２５層）・�暗褐色粗砂（４１・５６層）・�黄褐色粗砂を含む暗褐
色粗砂（３０・５７・９８・１０２層）・�黄褐色粗砂（１１・１７・１９・２０・３１・３２・３６・３７・３９・４０・５９・１００
層）・�黄橙色粗砂（遺構検出面）に分層した。遺構では SK０４が�層、SK０７は�層に属する。
以上の結果をふまえつつ、遺構から出土した遺物の時期を基に時期を判断すると、SK０４・０７が中

・近世で SD０５は中世と想定できることから、�層上面が中世、�層以上はそれより新しいことがわ
かる。�層は縄文時代～弥生時代の土器を包含している。したがって�層上面で検出した遺構は縄文
時代ないし弥生時代の流土（水流というよりはむしろ風による粗砂の被覆）の上から構築されたもの

と考える。壁土層で観察できる小穴断面の切合いから生活面をより細かく区分けすることも可能であ

るが、各層とも異時期の土器を混入しており、これ以上の時期推定はできなかった。
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第４章 遺構と遺物

第１節 遺 構

検出高は遺構検出面の標高値を、深さは検出高からの深さを示す。平成１５年度調査区では溝（SD）

を主に、平成１６年度調査区では土坑（SK）について説明を加える。

平成１５年度調査区

SK０１（第５・１２図） １区に位置し、SD０１に切られる。隅丸方形を呈すると思われ、検出高１．７８

m・長辺８０㎝以上・深さ３９㎝を計測する。埋土は黒褐色粗砂を基調とする。坑底は平坦に仕上げられ、

形状も上端同様方形を呈する。須恵器が出土し、時期は古代と判断した。

SD０１（第５・１２図） １区に位置し、SK０１を切り、SD０２に切られる。検出高１．７８m・幅５０㎝を計

測する。深さは２５㎝で、溝底は北東から南西へと傾斜する。埋土は暗褐色粗砂を基調とする。遺物は

出土していないが、遺構の切合いから時期は中世と判断した。

SD０４（第５図） ２区に位置し、SK０２・SD０３を切る。検出高１．８m・幅８０㎝を計測する。深さは

２０㎝で、溝底は北から南へと傾斜する。埋土は暗褐色粗砂を基調とする。土師器の椀（１９）と珠洲焼

が出土し、被熱した珪藻土も少量出土している。時期は中世である。

SD０５（第５・６・１２図） ２～３区に位置し、SD０９を切り、SD０６に切られる。検出高２m・幅５０

～６０㎝を計測する。深さは２０㎝で、溝底は東から西へと傾斜する。埋土は茶褐色粗砂を基調とする。

他の溝は旧粟津川へと伸びているが、SD０５はそれと併走するようにして掘り込まれていた。

SD０７（第６図） ２区に位置する。検出高２m・幅６０㎝を計測する。深さは５０㎝で、溝底は東か

ら西へと傾斜し、埋土は茶灰色粗砂を基調とする。平成１６年度１区 SD０１とつながる。

SD１０（第６図） ２区に位置する。検出高２．０１m・幅６０㎝以上を計測する。深さは３０㎝で、溝底

は概ね平坦である。埋土は黒褐色粗砂基調で SK０１と似る。当初は竪穴状遺構と想定していたが、平

成１６年度１区 SX０３・SD０２とつながることから溝とした。埋土から判断して中世以前の可能性がある。

平成１６年度調査区

SK０１・０２・０４・０７からは骨片が出土しており、中・近世の土坑墓である可能性が高い。

SK０１（第９・１２図） ４区に位置し、隅丸方形を呈する。検出高２．１８m・１辺９０㎝・深さ２０㎝を

計測する。埋土は黒褐色粗砂を基調とし、底面に３㎜程度の炭化物層が堆積していた。

SK０２（第９・１２図） ４区に位置する。歪んだ隅丸方形を呈し、３基の小穴に切られる。検出高２．２

m・１辺８０㎝・深さ１３㎝を計測する。埋土は黒褐～暗褐色粗砂を基調とする。

SK０４（第８図） ３区に位置し、歪んだ隅丸方形を呈する。検出高２．４m・１辺１．３５m以上・深さ

１９㎝を計測する。埋土は地山ブロックを含む黒褐色粗砂を基調とする。人為的に埋め戻されており、

最下層では炭粒を多く含む。土層観察の結果、時期は近世以降と判断した。

SK０７（第９図） ４区に位置し、隅丸方形を呈する。検出高２．４m・１辺９５㎝以上・深さ６㎝を計

測する。埋土は地山ブロックを含む黄灰色粗砂を基調とする。人為的に埋め戻された後に掘り返され

ており、その後に黒渇～暗褐色粗砂が堆積する。土層観察の結果、時期は近世以降と判断した。
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第８図 平成１６年度調査区平面図・北壁土層断面図�（S＝１／６０）
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第９図 平成１６年度調査区平面図・北壁土層断面図�（S＝１／６０）
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第１０図 平成１６年度調査区平面図・北壁土層断面図�（S＝１／６０）
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第４章 遺構と遺物

－１５－

平成１５年度調査区 北壁土層断面図土色

１．褐色砂（表土、しまり弱）

２．明黄褐色砂（地山砂、ブロック状に多混、

攪乱層？下部に地山砂が薄く層上に入

る）

３．褐色砂（炭少混）

４．黄褐色砂

５．暗褐色砂

６．黄褐色砂（若干灰色帯びる、SX０１埋土）

７．黄橙色砂（褐灰色砂混）

８．褐灰色砂（SK０１とは別埋土？平面では

SK０１の上層として検出した）

９．黒褐色砂（SK０１埋土、地山砂、土器細

片少混）

１０．黒褐色砂（SK０１埋土、地山砂多混）

１１．暗褐色砂（SD０１埋土、炭少混）

１２．暗褐色砂（SD０１埋土、地山砂若干混）

１３．暗褐色砂（SD０２埋土、炭，礫少混、１１，１２

層より若干褐色が強い）

１４．黄褐色砂（４層と同質、若干褐色強い）

１５．黄褐色砂（４層と同質だが地山砂ブロッ

ク状に少混）

１６．暗褐色砂（炭少混、地山砂粒状に入る、

遺構の可能性有り、他の暗褐色砂より若

干暗め）

１７．暗褐色砂（炭，礫，ケイソウ土少混、SD

０４埋土）

１８．暗褐色砂（地山砂多混、SD０２埋土）

１９．暗褐色砂（地山砂多混、SD０２とは別の

遺構？）

２０．暗褐色砂（炭，土器細片少混、１６層より

褐色強い）

２１．暗褐色砂（地山砂多混、SK０２埋土）

２２．黄橙色砂（SD０３埋土、暗褐色砂混）

２３．褐色砂（１６層と同質）

２４．褐～明黄褐色砂（表土、１層より若干暗

い、炭少混）

２５．褐色砂（表土，２４層と同質だが炭の入る

割合が高い）

２６．明黄褐色砂（２層に色相近い、攪乱層？）

２７．褐色砂（３層と同質だが若干黄色を帯び

る）

２８．褐～暗褐色砂（所々に地山砂まとまって

入る、１６，２３層の混層に近い）

２９．暗褐色砂（地山砂混）

３０．暗褐色砂（地山砂多混）

３１．褐灰色砂

３２．褐灰～褐色砂（炭少混）

３３．褐灰色砂（炭少混）

３４．黄橙色砂（礫混、攪乱層？）

３５．にぶい黄褐色砂（炭、地山砂混）

３６．褐色砂（２７と同質だが若干灰色帯びる）

３７．褐色砂（炭少混、土器片混）

３８．暗褐色砂（炭少混）

３９．暗褐色砂（炭、地山砂少混）

４０．褐～黄褐色砂

４１．明黄褐色砂

４２．黒褐色砂（炭少混）

４３．黒褐色砂（地山砂多混）

４４．黒褐色砂（地山砂混）

４５．暗褐色砂（地山混）

平成１６年度調査区 北壁土層断面図土色

１．カクラン（旧河川埋土、ゴミ混入）

２．表土（黒褐砂質土）

３．カクラン

４．黒褐砂質土＋炭粒混

５．暗褐砂質土（弥生土器小片混）

６．黒褐砂質土（しまりあり）

７．暗褐砂質土

８．黄褐色砂＋暗褐砂質土ブロック混（畑の

開墾によるカクラン）

９．暗褐砂＋黄褐砂（畑の開墾によるカクラ

ン）

１０．暗褐砂＋炭粒混

１１．黄橙砂＋暗褐色砂ブロック混（地山漸移

層）

１２．表土（暗褐砂質土）弥生土器混入

１３．暗褐砂

１４．暗褐砂＋黄褐砂ブロック少混

１５．褐砂＋黄褐砂ブロック少混

１６．褐砂＋黄橙砂ブロック多混

１７．黄褐砂＋暗褐砂ブロック多混

１８．暗褐砂＋黄褐砂ブロック混

１９．黄褐砂＋暗褐砂ブロック少混

２０．黄橙砂＋灰黄砂ブロック混（地山漸移層）

２１．黄褐砂（地山）

２２．黄橙砂（地山）上面に繩文土器混

２３．灰黄砂（地山）

２４．暗褐色砂質土（表土）

２５．暗褐色砂質土＋黄褐色砂（畑の開墾によ

るカクラン）

２６．暗褐色砂質土（２４層よりやや暗い）

２７．黒褐色砂質土＋黄褐色砂ブロック少混

２８．暗灰色砂

２９．暗褐色砂質土＋黄褐色砂ブロック混

３０．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混

３１．黄褐色砂＋黄橙色砂

３２．灰黄砂＋黄橙色砂ブロック少混

３３．黄橙色砂

３４．黒褐色砂

３５．黒褐色砂＋黄褐色砂

３６．黄褐色砂＋黄橙色砂ブロック少混

３７．黄橙色砂（土器片混）

３８．暗褐色砂質土（墓穴）

３９．黄灰色砂＋黄褐色砂ブロック混

４０．黄橙色砂＋黄灰色砂ブロック多混

４１．暗褐色砂質土（土器片混）

４２．暗褐色砂質土＋炭粒

４３．暗褐色砂質土

４４．暗褐色砂質土

４５．黒褐色砂質土（SK０７埋土）

４６．暗褐色砂（SK０７埋土）

４７．暗褐色砂＋褐色砂（SK０７埋土）

４８．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混

４９．褐色砂

５０．褐色砂＋黄灰色砂ブロック多混

５１．暗褐色砂＋褐色砂ブロック混

５２．黄灰色砂＋黄橙色砂ブロック多混＋暗褐

色砂ブロック混（SK０７埋土）

５３．黄灰色砂＋黄橙色砂ブロック少混（SK

０７埋土）

５４．暗褐色砂

５５．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混（墓穴）

５６．暗褐色砂（土器片混）

５７．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混

５８．暗褐色砂質土＋炭粒

５９．黄褐色砂＋褐色砂ブロック混

６０．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック少混＋炭粒

混（墓穴）

６１．暗褐色砂＋黄橙色砂ブロック混（SK０４

埋土）

６２．黄橙色砂＋暗褐色砂ブロック多混（SK

０４埋土）

６３．暗褐色砂＋炭粒多混（SK０４埋土）

６４．暗褐色砂（SK０４埋土）

６５．暗褐色砂＋黄橙色砂ブロック

６６．暗褐色砂

６７．暗褐色砂＋黄橙色砂ブロック少混

６８．暗褐色砂（墓穴）

６９．暗褐色砂

７０．褐色砂

７１．暗褐色砂＋黄橙色砂ブロック少混

７２．暗褐色砂＋褐色砂ブロック混

７３．暗褐色砂＋黄橙色砂ブロック多混

７４．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混

７５．黄褐色砂＋暗褐色砂ブロック多混

７６．黄褐色砂＋褐色砂ブロック多混＋黄橙色

砂ブロック少混

７７．黄褐色砂＋褐色砂ブロック多混

７８．黄褐色砂＋暗灰色砂ブロック多混

７９．黄灰色砂＋黄橙色砂ブロック多混

８０．暗褐色砂＋黄褐色砂

８１．暗灰褐色砂＋炭粒混

８２．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック少混

８３．黄褐色砂＋暗褐色砂ブロック少混

８４．黄褐色砂＋暗褐色砂ブロック多混

８５．暗褐色砂質土

８６．暗灰色砂＋暗褐色砂ブロック混

８７．暗褐色砂＋暗灰色砂ブロック多混

８８．暗褐色砂

８９．暗褐色砂

９０．暗灰色砂＋黄褐色砂ブロック混

９１．黄褐色砂＋暗褐色砂ブロック多混

９２．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック混

９３．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック少混

９４．黄灰色砂＋褐色砂ブロック少混

９５．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック少混

９６．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混

９７．褐色砂＋黄褐色砂ブロック少混

９８．暗褐色砂＋褐色砂ブロック多混

９９．暗褐色砂

１００．暗褐色砂＋黄灰色砂ブロック多混

１０１．黄橙色砂＋黄灰色砂ブロック混（地山）

１０２．褐色砂＋暗褐色砂ブロック多混

１０３．暗褐色砂＋黄灰色砂ブロック少混

１０４．黄灰色砂＋黄橙色砂ブロック混

１０５．暗褐色砂

１０６．暗褐色砂＋黄褐色砂ブロック多混

１０７．暗褐色砂＋暗灰色砂ブロック混（SK０８

埋土）

１０８．暗灰色砂＋暗褐色砂炭粒多混（SK０８埋

土）

１０９．暗褐色砂＋褐色砂ブロック混（SK０８埋

土）

１１０．暗灰色砂＋黄灰色砂ブロック少混（SD

０２埋土）

１１１．暗灰色砂＋黄灰色砂ブロック多混（SD

０２埋土）

１１２．黄灰色砂＋暗褐色砂ブロック混
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第２節 遺 物

平成１５年度出土の土器９点と平成１６年度出土の土器・土製品１８点、平成１４年度に周辺で採集した石

製品２点を図化した。石製品は他にも２点出土しており、写真のみ掲載している。また『珠洲市史』

に報告された昭和５０年度の調査による出土遺物も再録し、必要に応じて追加報告を行う。観察表も編

集し直し、新たに観察した点を追加記載したが、３０年の間に行方のわからなくなった遺物が若干存在

し、空欄となっている項目があることをご容赦願いたい。器種は「～形土器」を省略し、「甕」・「壺」

などと呼ぶこととし、調整も「ハケ」・「ナデ」のように「調整」を省略して呼ぶこととする。

土器（第１３～１８図）

１～８・１１～１５・２５・２６は平成１６年度、９・１０・１６～２１・２４は平成１５年度出土土器である。

１～９は縄文土器である。１は磨消縄文を施したのち、縦位の条痕を施した深鉢である。２は平縁の

深鉢で、条痕を施したのち、楕円区画文と上方向からの円形刺突文を配している。３・４は波状口縁

の深鉢である。３は内湾して立ち上がる波状口縁に沿って沈線が３条施され、波頂部位に下方向から

円形凹圧文を２段配する。４は口縁部が内側に屈曲して立ち上がり、波状口縁に沿って刺突文と３条

の沈線を廻らす。波頂部位に円形凹圧文と扇状圧痕文を配し、口縁部文様帯の下に縦位の条痕を施し

ている。５は波状口縁の浅鉢である。口縁部は内側に屈曲して外反しつつ立ち上がり、３条の太い沈

線を直線状に廻らし、中央の沈線は波頂部位で円形凹圧文に寸断される。円形凹圧文は強く押され、

内側に膨らみが残る。６・７は粗製深鉢である。６は体部に縦位の条痕を施したのち、口縁部に横位

の条痕を施す。７は条痕を上から下方向に全面に施す。８は体部外面に縦位の LR単節縄文を施し、

底部外面にスダレ状圧痕が残る。９は体部外面に細いハケ状の条痕を施し、底部外面に網代圧痕が残

る。３～５は器形・文様から縄文時代後期中葉の井口�式と考えられる。６も野々市町御経塚遺跡で
同様のものが井口�式と考えられており［高堀１９８９］、井口�式が主体の時期と考えられる。１は磨
消縄文が施され、やや古く酒見式と思われる。しかし条痕を施す点で他のものと同様の特徴を示し、

外面に条痕を施すことが、酒見式～井口�式にかけて、この遺跡において選択されていたと見られる。
昭和５０年度の調査では、縄文土器が２点報告されている（第１８図１４２・１４３）。これらの土器は器形

や文様、串田新式に比定される輪島市大沢遺跡第�群［杉畠１９７４］での出土例から、縄文時代中期終
末に近い串田新�式に比定されている［橋本１９７６］。しかし、胎土が中期ではなく後期に特徴的なも
のであり（注１）、また今回報告のものとも似ている点から、酒見式または井口�式まで下る可能性
が指摘される。

１０～２１・２４～２６は弥生時代以降の土器である。１０はおそらく弥生時代前期の筒形土器で、横方向の

箆描綾杉文を上から下へ施している。体部と底部の接合面にはナデが施される。１１は壺の肩部である。

内面はハケを施したのち、ナデ上げている。外面はハケの後にミガキを施し、絵画文と見られる箆描

文を施している。絵画文は丸みを帯びた線で構成され、鹿とも考えられるが、下半の同心円状の弧線

は文様的で、画題は不明である。弥生時代中期後半から後期と考えられる。１２は短い有段状の口縁を

持つ甕である。頸部下半から体部にかけての外面と頸部内面にハケを施したのち、口縁部内外面にヨ

コナデを施す。体部内面はケズリを施したのち丁寧なナデが施されている。弥生時代後期後半と考え

られる。１３は内面にハケを施し、外面に縦方向のミガキを施した蓋である。１４は口縁端部を上下に拡

張した甕で、外面は口縁部にヨコナデを施したのちハケを施す。内面は頸部にハケを施したのち、口

縁部にヨコナデを施している。１５は高杯の脚部で、外面はハケののち粗い縦方向のミガキを施し、内
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面はハケののちナデを施す。古墳時代中期～後期頃と考えられる。１６～１８は須恵器である。１６は長い

かえりを持つ蓋である。１７は口縁部が内湾して立ち上がる坏と見られるが、脚が付く可能性がある。

１８は内湾気味に立ち上がる、甕または壺の口縁部で、外面に沈線が２条施される。１９は土師器の椀で

ある。内外面に煤が多く付着しており、灯明皿として使用されたと考えられる。２０・２１は土師器の小

皿で、底部に糸切り痕が残る。口縁部は２０が外上方に内湾して立ち上がるのに対し、２１は直に立ち上

がっている。２４・２５は珠洲焼の擂鉢である。２４は口縁端部をやや内側に摘み出して肥厚させている。

１４世紀頃と考えられる。２５は１単位の幅２．７㎝、１１目の卸し目が、底部から上方向へ左回りに施され、

底部外面には静止糸切り痕が残る。１４世紀後半～１５世紀前半と考えられる。２６は卸し皿で、全面に黒

褐色の釉薬を施している。卸し目は綾杉状の刻みが７段施されており、上段の右肩上がりの刻みは下

から上方向へ、下段の右肩下がりの刻みは上から下方向へ施されている。シャモットを含む胎土は２７

の面戸瓦と似ており、近現代に同じ窯で生産されたと考えられる。

また『珠洲市史』には未記載だが、９８の天井部内面・１１３の底部外面にヘラ記号が見られる。共に

欠損しているものの、９８は「│」、１１３は「×」であろうと思われる。また１１７の外面にも記号または

絵画と見られる箆描文が２段施されている。上段は「F」を１４５度右回転させたものに似ており、下

段はほぼ等間隔に描かれた７条の短い縦線に、やや右肩上がりの長い横線を１条交差させたものであ

る。

土製品（第１４・１５図）

２２・２３は平成１６年度出土の陶錘である。２２は黒褐色を呈し、中央部で膨らむ。２３は円柱状を呈し、

赤褐色の釉薬が施されている。昭和５０年度の調査でも円柱状の土錘が３点出土しているが、小さいも

ので長さ２．５㎝、最大幅１．７㎝、重さ８g前後、最大のものでも長さ３．４㎝、最大幅２．２㎝、重さ１９．７g

で小型・円柱状のものが多いようである。２７は面戸瓦で、平成１６年度の調査で出土したものである。

最大幅４．２５㎝、厚さ１．７㎝で、側面や垂直方向の貼り付けが行われている面は、丁寧なナデが施され

ているが、その裏面は成形時の箆痕や「×」状のナデが残されている。

石製品（第１５・１８図）

平成１４年度に、縄文時代の石器４点が遺跡周辺で表採されている。２８は扁平で楕円形の凝灰岩の両

端に、刻み目を施した石錘である。２９は頁岩の剥片である。３０・３１は写真のみの報告だが、３０は石錐、

３１は両極剥離剥片である。ともに頁岩と考えられる。昭和５０年度の調査では、砂岩の砥石または凹石

が１点報告されているが、時期は不明である（１４４）。

（注１）西野秀和氏の指摘による。

引用文献
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橋本澄夫 １９７６ 「粟津カンジャバタケ遺跡の調査」『珠洲市史』第一巻 資料編 珠洲市史編纂専門委員会 ８５８頁
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第１表 平成１５・１６年度出土土器観察表
図版
番号 年度 出土地点 種別 器種 口径

（㎝）
底径
（㎝）

器高
（㎝） 焼成 色調内面 色調外面 胎土 調整内面 調整外面 備考

１ H１６ ５区P１０８ 縄文土器 深鉢 ― ― （８．６） 良 にぶい橙色 橙色 礫・粗砂多く含む ナデ 施文、条痕

２ H１６ 遺構検出 縄文土器 深鉢 ― ― （７．６） 良 灰白色 にぶい黄橙色 粗砂・細砂多く、海
綿骨針含む ナデ 施文、条痕

３ H１６ 遺構検出 縄文土器 深鉢 ― ― （７．０） 良 浅黄橙色 浅黄橙色
～にぶい黄橙色

粗砂・細砂多く・赤
色粒含む ナデ 施文

４ H１６ 遺構検出 縄文土器 深鉢 ― ― （９．０） 良 にぶい黄橙色 橙色 ０．５～１．０㎜程度の砂
粒多く含む ナデ 施文、条痕

５ H１６ 遺構検出 縄文土器 浅鉢 ― ― （６．０） 良 橙色 にぶい橙色 ０．２～０．５㎜程度の砂
粒多く、海綿骨針含む ナデ 施文、ナデ

６ H１６ ５区SD０３ 縄文土器 深鉢 ２４．６ ― （１０．４） 良 にぶい黄橙色 暗褐色 ０．５～１．０㎜程度の砂
粒多く、海綿骨片含む ナデ 条痕

７ H１６ 遺構検出
（河道内） 縄文土器 深鉢 ― ― ― 良 橙色

～にぶい赤橙色
橙色
～にぶい赤橙色

礫少・粗砂細砂各中
量、海綿骨針含む

ナデ、指ナデ、指頭
圧痕 条痕 体部下半内外面

煤付着

８ H１６ 遺構検出 縄文土器 底部 ― （１３．６） （１．８） 良 浅黄橙色 灰白色～橙色 粗砂・細砂・海綿骨
針含む ナデ？磨耗顕著 縄文、スダレ状圧痕

９ H１５ 木移植（１） 縄文土器 底部 ― ７．８ （４．７） 良 褐灰色 浅黄橙色 礫・粗砂多く含む ナデ 条痕、網代圧痕

１０ H１５ ２区SD０６ 弥生土器 筒形土器 ― ― （４．５） 良 褐灰色 黄灰色～黒色 堅緻 細砂・海綿骨
針多く含む ロクロナデ 綾杉文

１１ H１６ 表採 弥生土器 壷 ― ― （７．７） 良 灰白色 浅黄橙色
～黒色

粗砂・細砂・海綿骨
針含む ハケのちナデ ハケ後ミガキ、絵画文

１２ H１６ ３区北壁５６層 土師器 甕 １９．０ ― （１７．０） 良 にぶい黄色 にぶい黄橙色 ３．０㎜程度の礫少量、
海綿骨針含む

ヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ後ナデ ヨコナデ、ハケ 外面全体煤付着

１３ H１６ 表土除去
（河道内） 弥生土器 蓋 ― ― （３．８） 良 浅黄橙色 浅黄橙色

～灰黄褐色
粗砂・赤色粒・海綿
骨針含む ハケ ミガキ

１４ H１６ 表採 土師器 甕 （３０．４） ― （４．５） 良 にぶい褐色 にぶい黄橙色 海綿骨針多く、粗砂
・細砂含む ハケ、ヨコナデ ナデ、ハケ 残存率１／１２以下

１５ H１６ 遺構検出 土師器 高杯 ― １０．８ （６．９） 良 にぶい橙色 橙色 １．０㎜程度の砂粒少
量、海綿骨片含む ナデ ハケ後ミガキ

１６ H１５ カクラン 須恵器 蓋 ― １３．６ （２．８） 良 灰色 灰色 １．０㎜程度の砂粒少
量含む ロクロナデ ロクロナデ

１７ H１５ ２区カクラン層 須恵器 杯 （１１．４） 不明 （５．０） 良 灰色 灰色 細砂少量、海綿骨針
含む ロクロナデ ロクロナデ

１８ H１５ ２区カクラン層 須恵器 口縁部 ２５．８ ― （５．７） 良 灰色 灰色 礫・粗砂・細砂各少
量、海綿骨針含む ヨコナデ ヨコナデ、沈線２条 内外面自然釉

残存率１／１２

１９ H１５ ２区SD０４① 土師器 椀 １３．１ ６．８ ５．２ 良 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 粗砂・海綿骨針・シ
ャーモット含む ロクロナデ ロクロナデ

（底）回転糸切り 内外面媒付着

２０ H１５ １区包 褐色土 土師器 皿 ６．９ ５．２ １．０ 良 橙色 橙色 粗砂少量・海綿骨針
含む ロクロナデ ロクロナデ

（底）糸切り

２１ H１５ 表土除去 壁立 土師器 皿 ６．２ ６．０ １．４ 良 にぶい橙色 にぶい橙色 粗砂少量、海綿骨針
・シャーモット含む ロクロナデ ロクロナデ

（底）回転糸切り

２４ H１５ ２区カクラン層 珠洲焼 擂鉢 （２８．５） ― （５．６） 良 灰色 灰色 ０．５㎜程度の砂粒多
く、海綿骨片含む ロクロナデ ロクロナデ

２５ H１６ ５区P１０７ 珠洲焼 擂鉢 ― １４．６ （３．８） 良 灰色 灰色 粗砂・細砂多く、海
綿骨針含む 卸し目 静止糸切り 残存率１／１２以下

２６ H１６ 表土除去
（河道内） 瓦 卸し皿 ― １９．０ （１２．０） 良 にぶい橙色 にぶい橙色 礫・粗砂・細砂少量、

海綿骨針含む
施釉（黒褐）
ナデ、卸し目

施釉（黒褐）
ナデ 外底面に工具痕

第２表 昭和５０年度、平成１４・１６年度出土土製品・石製品観察表
図版
番号 年度 出土地点 器種 最大長

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

重 量
（g） 備考

２２ H１６ 表土除去 陶錘 ３．５５ ２．３ ２．３５ ２１．５ 孔径０．８㎝
２３ H１６ 表土除去 陶錘 ２．８ ２．６ ２．６５ １８．０ 孔径１．４㎝、施釉、粗砂並含む、磨耗激しい
２７ H１６ ５区P１０９ 面戸瓦 ４．２５（１０．０５） ― ― にぶい橙色、海綿骨針多く・シャーモット含む
２８ H１４ 表採 石錘 １０．７ ８．５５ ２．４ ２７９．８ 凝灰岩
２９ H１４ 表採 剥片 ６．４ ６．６５ １．８ ５０．３ 頁岩
３０ H１４ 表採 石錐 ３．４ １．３ ０．８５ ３．１６ 頁岩か？
３１ H１４ 表採 剥片 ４．９ ０．９ １．０５ ６．７７ 頁岩か？
８８ S５０ AT・耕土 土錘 ２．７ １．８ １．９ １０．０ 孔径０．５㎝
１４４ S５０ BT 砥石 １６．４ ８．３ ４．７ ６９３．６ 砂岩

第３表 昭和５０年度出土土器観察表

図版
番号 出土地点 種別 器種 口径

（㎝）
底径
（㎝）

器高
（㎝） 焼成 色調 胎土 調整内面 調整外面 備考 珠洲市史

図版番号

３２ 表採 弥生土器 甕 ２０．２ ― ― 良好 にぶい橙色 砂粒少 ヨコナデ、ハケ 平行沈線２条、ヨコナ
デ、ハケ 外面煤付着 第６図‐１

３３ AT 弥生土器 甕 １７．５ ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ハケ状具による調整 平行沈線、ハケ 第６図‐２
３４ AT 弥生土器 甕 １７．３ ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 外面煤付着 第６図‐３
３５ AT 弥生土器 甕 １４．０ ― ― 良好 灰黄褐色 砂粒少 ナデ、ケズリ 平行沈線２条 外面煤付着 第６図‐４

３６ AT 弥生土器 甕 ― ― ― 良好 灰黄褐色 砂粒少 ヨコナデ、ケズリ 平行沈線３条、ヨコナ
デ、ハケ 第６図‐５

３７ AT 弥生土器 甕 １４．７ ― ― 良好 灰黄褐色 砂粒少 ナデ 平行沈線６条 第６図‐６
３８ AT・耕土 弥生土器 甕 １５．５ ― ― やや良好 橙色 砂粒多 ヨコナデ、ハケ、ケズリ ヨコナデ、ハケ 第６図‐７
３９ 表採 弥生土器 甕 １６．３ ― ― 良好 明赤褐色 砂粒少 ハケ ヨコナデ、ハケ 外面煤付着 第６図‐８
４０ 表採 弥生土器 不明 １５．０ ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 全面ヘラミガキ 全面ヘラミガキ 第６図‐９
４１ AT 弥生土器 甕 １２．２ ― ― 良好 にぶい橙色 砂粒少 ハケ、ケズリ ハケ 外面煤付着 第６図‐１０
４２ AT・表採 弥生土器 甕 ２３．３ ― ― 良好 暗灰黄色 砂粒少 ヨコナデ、ハケ、ケズリ 擬凹線、ヨコナデ 第６図‐１１
４３ AT 弥生土器 甕 ― ― ― 良好 橙色 砂粒多 ナデ・ケズリ 擬凹線 第６図‐１２
４４ AT・耕土 弥生土器 甕 ― ― ― 良好 橙色 砂粒少 ヨコナデ、ハケ、ケズリ ヨコナデ 外面煤付着 第６図‐１３
４５ AT・耕土 弥生土器 甕 ２１．３ ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒多 ヨコナデ 擬凹線５条、ヨコナデ 外面煤付着 第６図‐１４
４６ AT 弥生土器 甕 １５．５ ― ― 良好 にぶい橙色 砂粒多 ナデ ナデ、ハケ 第６図‐１５
４７ AT 土師器 甕 ― ― ― 良好 橙色 砂粒少 ナデ ハケ 第７図‐１６
４８ AT 土師器 甕 １２．２ ― ― 不良 にぶい橙色 砂粒多 ハケ後ミガキ ミガキ、ナデ 壺か？ 第７図‐１７
４９ AT・耕土 土師器 甕 １８．７ ― ― 良好 にぶい赤褐色 砂粒少 ミガキ ミガキ 内外面赤彩 第７図‐１８
５０ AT 土師器 甕 １８．８ ― ― 良好 浅黄色 精緻 ミガキ ミガキ 第７図‐１９
５１ AT 弥生土器 甕 １４．２ ― ― 良好 にぶい橙色 砂粒多 ヨコナデ ヨコナデ、ハケ 第７図‐２０
５２ AT 弥生土器 甕 ― ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ヨコナデ ヨコナデ 第７図‐２１

５３ AT 弥生土器 甕 １８．６ ― ― 良好 にぶい橙色 砂粒多 ナデ、ケズリ 細かいクシ状具（歯数
１０）調整、ナデ後ハケ 外面煤付着 第７図‐２２



第２節 遺 物

－２６－

図版
番号 出土地点 種別 器種 口径

（㎝）
底径
（㎝）

器高
（㎝） 焼成 色調 胎土 調整内面 調整外面 備考 珠洲市史

図版番号

５４ AT 土師器 不明 ２２．２ ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ミガキ タテミガキ 高杯または器台 第７図‐２３
５５ AT 弥生土器 不明 １７．０ ― ― 良好 ミガキ ミガキ 高杯か 第７図‐２４
５６ AT 土師器 不明 ― ― ― 良好 にぶい橙色 精緻 ミガキ ミガキ 高杯または器台 第７図‐２５
５７ AT 弥生土器 壺 ― ― ― 良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ ナデ、ハケ 第７図‐２６

５８ BT・耕土 弥生土器 不明 ― ― ― 良好 赤褐色 精緻 ミガキ ハケ後ミガキ 壺または器台
内外面赤彩 第７図‐２７

５９ 表採 土師器 高杯 ― ― ― 良好 橙色 精緻 ヨコミガキ ヨコミガキ 第７図‐２８
６０ 表採 弥生土器 不明 ― １３．２ ― 良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ ハケ後ナデ 高杯または器台 第７図‐２９
６１ AT 弥生土器 不明 ― １３．６ ― 良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ ハケ後ミガキ 高杯または器台 第７図‐３０
６２ 表採 弥生土器 不明 ― １４．９ ― 良好 明赤褐色 精緻 ナデ、ハケ ハケ後ミガキ 高杯または器台 第８図‐３１
６３ AT・耕土 弥生土器 不明 ― １７．４ ― 良好 にぶい黄橙色 精緻 ハケ、ナデ ミガキ、ナデ 高杯または器台 第８図‐３２
６４ 表採 弥生土器 不明 ― ― ― やや良好 にぶい黄橙色 砂粒少 不明 ミガキ 高杯または器台 第８図‐３３
６５ 表採 土師器 器台 ― ― ― やや良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ケズリ ハケ後タテミガキ 第８図‐３４
６６ AT・耕土 土師器 器台 ― ― ― 良好 にぶい橙色 精緻 ミガキ、ケズリ ミガキ 第８図‐３５
６７ AT 土師器 椀 １０．８ ― ― ヨコナデ ヨコナデ 内面黒色 第８図‐３６
６８ AT 土師器 椀 １２．７ ― ― 良好 にぶい褐色 砂粒少 ミガキ ヨコナデ、ケズリ 内面黒色 第８図‐３７
６９ AT 土師器 椀 １６．２ ― ― 良好 にぶい橙色 砂粒少 ハケ後ケズリ ハケ 第８図‐３８
７０ 表採 土師器 底部 ― ― ― 第８図‐３９
７１ 表採 土師器 底部 ― ４．３ ― 良好 暗灰黄色 粗粒多 指ナデ ハケ 内面煤付着 第８図‐４０
７２ AT 土師器 底部 ― ４．２ ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 指ナデ ハケ 外面煤付着 第８図‐４１
７３ 表採 土師器 底部 ― ３．９ ― 良好 にぶい黄橙色 粗粒 ミガキ 外面赤彩 第８図‐４２
７４ AT・耕土 土師器 底部 ― ５．５ ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒多 ナデ ナデ 第８図‐４３
７５ AT・耕土 土師器 底部 ― ５．５ ― 良好 にぶい褐色 砂粒多 ハケ 不明 第８図‐４４
７６ AT 土師器 底部 ― ６．６ ― 良好 にぶい橙色 砂粒 不明 ケズリ 第８図‐４５
７７ AT 土師器 杯 １３．３ ― ― 良好 淡茶褐色 緻密 クシ調整痕 ナデ 高台付きか 第９図‐１
７８ AT 土師器 底部 ― ７．７ ― 良好 茶褐色 砂粒 黒色研磨 ナデ �形か、貼り付高台 第９図‐２
７９ AT 土師器 椀 ― ３．７ ― やや良好 茶褐色 緻密 ナデ ナデ 第９図‐３
８０ BT 土師器 底部 ― ― ― 良好 赤褐色 砂粒少 ミガキ ナデ �か 第９図‐４
８１ AT 土師器 底部 ― １３．５ ― 良好 淡茶褐色 緻密 黒色研磨 不明 鉢か、貼り付高台 第９図‐５
８２ AT 土師器 底部 ― １０．０ ― 良好 黒灰色 砂粒少 ナデ ナデ 第９図‐６
８３ AT 土師器 杯 ９．８ ４．２ ２．８ やや不良 黄褐色 砂粒少 ナデ ナデ、回転糸切り 第９図‐７
８４ AT 土師器 底部 ― ５．２ ― やや不良 淡茶褐色 砂粒多 不明 回転糸切底 第９図‐８
８５ AT 土師器 底部 ― ６．５ ― やや不良 淡茶褐色 砂粒 黒色研磨 回転糸切り 皿？ 第９図‐９
８６ AT 土師器 杯 ― ４．７ ― やや不良 淡茶色 砂粒 黒色研磨 回転糸切り 第９図‐１０
８８ AT・耕土 土師器 杯 ― ４．５ ― やや不良 茶褐色 緻密 不明 回転糸切り 第９図‐１１
８９ AT 土師器 杯 １６．０ ― ― 良好 茶褐色 微砂粒 ナデ ナデ 第９図‐１２
９０ AT 土師器 杯 １３．４ ― ― 良好 茶褐色 砂粒多 黒色研磨 不明 口唇付近に油脂付着 第９図‐１３
９１ AT 須恵器 杯 １４．１ ― ― 良好 黒色 緻密 黒色研磨 黒色研磨 第９図‐１４
９２ AT 須恵器 甕 ２８．５ ― ― 良好 にぶい黄色 緻密 ナデ ナデ 内外面に緑色自然釉 第１０図‐１
９３ AT 須恵器 壺 ２２．２ ― ― 良好 灰色 緻密 ナデ ナデ 口縁部～頚部内面自然釉 第１０図‐２

９４ AT 須恵器 壺 ― ― ― 良好 灰色 微砂粒 ナデ ナデ 頚部くびれ部径１１．５㎝
外面黒色自然釉 第１０図‐３

９５ AT・攪乱 須恵器 不明 １４．４ ― ― 良好 暗灰黄色 緻密 ナデ ナデ 鉢形か 第１０図‐４
９６ AT・耕土 須恵器 蓋 １１．０ ― ― 良好 灰褐色 微砂粒 ナデ ナデ 外面黒色釉 第１０図‐５
９７ AT 須恵器 蓋 ― ― ― 良好 灰色 緻密 ナデ ナデ、天井部外面ヘラケズリ 第１０図‐６
９８ AT 須恵器 蓋 １５．３ ― ― やや不良 灰黄色 砂粒 ナデ 不明 天井部内面ヘラ記号 第１０図‐７
９９ AT 須恵器 蓋 １５．０ ― ― 良好 暗灰色 精緻 ナデ ナデ 第１０図‐８
１００ AT 須恵器 蓋 １５．７ ― ― 良好 灰色 緻密 ナデ ヘラケズリ 第１０図‐９
１０１ AT 須恵器 蓋 ― ― ― 良好 灰色 微砂粒 ナデ ナデ 紐径３．７㎝ 第１０図‐１０
１０２ AT 須恵器 杯 １２．３ １０．０ ３．５ 良好 黄灰色 緻密 ナデ ナデ、ヘラ切り 第１０図‐１１
１０３ AT・耕土 須恵器 杯 １２．１ ８．７ ３．５ 不良 灰黄色 砂粒少 ナデ、ヘラ切り ナデ、ヘラ切り 第１０図‐１２
１０４ AT・耕土 須恵器 杯 １２．３ ８．５ ３．３ 不良 灰褐色 砂粒少 ナデ ナデ、ヘラ切り 生焼け 第１０図‐１３
１０５ AT 須恵器 杯 １２．３ ６．５ ２．７ 不良 灰白色 微砂粒 ナデ ナデ、ヘラ切り 口縁部内外面煤付着 第１０図‐１４
１０６ AT 須恵器 杯 １１．３ ７．３ ２．９ 良好 灰白色 微砂粒 ナデ、ヘラ切り ナデ、ヘラ切り 第１０図‐１５
１０７ AT 須恵器 杯 １２．０ ８．５ ３．１ 不良 灰褐色 砂粒 ナデ ナデ 第１０図‐１６
１０８ AT 須恵器 杯 １４．５ ８．６ ３．１ 不良 灰白色 砂粒多 ナデ ナデ、回転ヘラ切り 生焼け 第１０図‐１７
１０９ AT 須恵器 杯 １３．８ ― ― 不良 茶褐色 精緻 ナデ ナデ 土師器か 第１０図‐１８
１１０ AT・耕土 須恵器 杯 １３．７ ― ― ナデ ナデ 第１０図‐１９
１１１ AT・攪乱 須恵器 杯 １６．３ ― ― 良好 暗灰黄色 砂粒少 ナデ ナデ 第１０図‐２０
１１２ AT 須恵器 杯 ― ８．１ ― 良好 黄灰色 砂粒多 ナデ ナデ、ヘラ切り 貼り付高台 第１１図‐２１
１１３ AT・攪乱 須恵器 杯 ― ８．４ ― 良好 灰色 精緻 ナデ ナデ、ヘラ切り 第１１図‐２２

１１４ AT 須恵器 杯 ― ７．８ ― 良好 灰色 精緻 ナデ ナデ、ヘラケズリ 貼り付高台
底部外面ヘラ記号 第１１図‐２３

１１５ AT・攪乱 須恵器 杯 ― ７．０ ― やや良好 灰黄色 精緻 ナデ ナデ 貼り付高台 第１１図‐２４
１１６ AT 須恵器 底部 ― ７．５ ― 良好 灰白色 砂粒多 ナデ ナデ、ヘラ切り 輪積痕顕著 第１１図‐２６

１１７ AT・攪乱 須恵器 底部 ― ５．５ ― 良好 黄灰色 精緻 ナデ ナデ 内外面に自然釉、瓶形か
外面絵画文？ 第１１図‐２７

１１８ BT・耕土 須恵器 鉢 １５．９ ― ― 良好 灰色 精緻 ナデ ナデ 胴部最大径１６．１㎝
外面淡緑色自然釉 第１１図‐２５

１１９ 珠洲焼 擂鉢 ― ― ― 第１１図‐２８
１２０ 珠洲焼 擂鉢 ― ― ― 第１１図‐２９
１２１ 珠洲焼 擂鉢 ― ― ― 第１１図‐３０
１２２ 珠洲焼 擂鉢 ― ― ― 第１１図‐３１
１２３ BT・耕土 土師器 製塩土器 １４．４ ― ― 良好 にぶい黄褐色 精緻 ハケ ハケ 第１２図‐１
１２４ BT・耕土 土師器 製塩土器 １４．６ ― ― 良好 にぶい黄褐色 砂粒多 ナデ ケズリ 第１２図‐２
１２５ BT 土師器 製塩土器 １５．８ ― ― 良好 灰黄褐色 砂粒少 ハケ後ナデ ナデ 第１２図‐３
１２６ 土師器 製塩土器 １３．７ ― ― やや良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ナデ ナデ 第１２図‐４
１２７ BT 土師器 製塩土器 １２．８ ― ― 良好 にぶい黄橙色 砂粒少 ハケ後ナデ ナデ 第１２図‐５
１２８ 土師器 製塩土器 １７．２ ― ― 良好 にぶい黄褐色 砂粒少 ナデ ナデ 第１２図‐６
１２９ AT 土師器 製塩土器 １２．８ ― ― やや良好 浅黄橙色 砂粒少 箆状工具によるナデ ナデ 口縁部内面煤付着 第１２図‐７
１３０ BT・耕土 土師器 製塩土器 ― ― ― 良好 にぶい黄褐色 砂粒多 ハケ後ナデ ナデ 頸部内面煤付着 第１２図‐８
１３１ AT 土師器 製塩土器 １１．２ ― ― 良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ 口縁部ミガキ？ 第１２図‐９
１３２ AT 土師器 製塩土器 ― １．６ ― 良好 橙色 精緻 ナデ ナデ、指押さえ 第１２図‐１０
１３３ AT 土師器 製塩土器 ― ― ― やや良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ ナデ 第１２図‐１１
１３４ AT・耕土 土師器 製塩土器 ― ― ― やや良好 黄等色 精緻 ナデ ナデ 第１２図‐１２
１３５ AT・耕土 土師器 製塩土器 ― ― ― やや良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ 未調整 第１２図‐１３
１３６ AT・耕土 土師器 製塩土器 ― ― ― やや良好 浅黄橙色 精緻 不明 ナデ 第１２図‐１４
１３７ AT 土師器 製塩土器 ― ２．６ ― やや良好 にぶい黄橙色 精緻 箆状工具で押える ケズリ 第１２図‐１５
１３８ AT 土師器 製塩土器 ― ２．６ ― やや良好 にぶい黄橙色 精緻 粗いナデ 指押え 第１２図‐１６
１３９ 表採 土師器 製塩土器 ― ５．２ ― 良好 橙色 砂粒少 箆状工具によるナデ 未調整 被熱著しい 第１２図‐１７
１４０ AT 土師器 製塩土器 ― ― ― 良好 橙色 砂粒多 ナデ 箆痕 被熱著しい 第１２図‐１８
１４１ AT 土師器 製塩土器 ― ― ― 良好 にぶい黄橙色 精緻 ナデ ケズリ？ 第１２図‐１９
１４２ BT 縄文土器 深鉢 ― ― ― 良好 明褐色 砂粒多 不明 縄文 第５図‐１
１４３ AT 縄文土器 深鉢 ― ― ― 良好 明褐色 砂粒多 不明 縄文 第５図‐２
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検出遺構の検討 平成１５年度調査区で検出した溝は流路の方向から２種類に分けられる。溝底の傾斜

から判断して、SD０１～０４・０６・０８・０９は北東→南西で、SD０５・０７・１０は東→西へと深くなる。当初

は畝溝と想定していたが、深くてしっかりとした掘方をもつものも少なくない。だが、遺構の性格を

捉えるまでには至らなかった。切合いによる前後関係は SD０３・０９→SD０４・０５・０７・０８→SD０６の順

となる。平成１６年度調査区で検出した土坑（SK０１・０２・０４・０７）は、出土した骨片と調査区壁の土層

から判断して中・近世の土坑墓と考える。出土した骨片は細片であり、種類の特定には至らなかった。

上端の形状は隅丸方形で、やや凹凸のある平坦気味の坑底に仕上げられる。SK０７の断面から判断し

て、壁面はまっすぐ上方に立ち上がるものと想定できる。遺構の形状に何らかの規格性を窺える。

集落域と変遷 本遺跡は平成１５・１６年度調査以外にも、昭和５０年度に石川考古学研究会と金沢大学考

古学研究会が主体となって発掘調査が行われている。それらの成果を加味しつつ説明を加えていく。

昭和５０年度の調査では、調査区土層で観察した厚い砂層の堆積と製塩土器の出土を根拠に遺跡が往

時、海岸砂丘上に立地していたとの見解がなされ、それは平成１５・１６年度の調査でも確認できた。集

落跡の範囲であるが、平成１５・１６年度の遺構検出状況から判断して、現粟津集落の下に集落跡が複合

しているというよりは、むしろ遺跡の立地する旧海岸砂丘上に展開していたものと考える。検出した

時期不詳の小穴群全てに柱穴・撹乱穴の区別をすることは困難であったとしても、全て撹乱穴とする

のには無理があり、したがって柱穴の可能性を含めておく方が妥当と考えた。

平成１５・１６年度調査の検出面で捉えた遺構から出土した遺物は僅少であった。調査区壁土層を観察

した結果、耕土から下の層は検出面に至るまで時期の異なる遺物を包含しており、層序にかなりの混

乱が見られた。これは長期間にわたって厚い粗砂層が幾度となく堆積したことによるものと考えられ、

各層が生活面を構成していたかどうかの厳密な判断はつかなかった。つまり本遺跡で出土した遺物を

層位によって時期推定することは容易でなく、したがって出土した遺物を基に遺跡の変遷をたどる方

が妥当と判断した。以下の（ ）内の数字は遺物の報告番号を示す。

縄文時代では後期の深鉢（１～９）が出土している。弥生～古墳時代では弥生時代前期の筒形土器

（１０）と中～後期の壺（１１）、後期～古墳時代前期の甕（１２・１４、３２～５３）・蓋（１３）・壺（５７）・高杯（５４～

５６、５９～６３）・器台（５８・６５・６６）・底部（７０～７６）が出土した。古墳時代中期～末期では土師器の高杯

（１５）や須恵器の蓋（１６・９６・９７）が出土している。古代では奈良時代～平安時代前半の杯（１０２～１０４、

１０６・１０７・１１２～１１５）、平安時代後半では土師器の椀（１９・７８・７９、８３～８７）、須恵器の甕（９２）・壷（９３

・９４）・蓋（９８～１０１）・杯（１０５・１０８～１１１）の他、製塩土器（１２３～１４１）が出土した。中世では室町時

代の珠洲焼の擂鉢（１１９～１２２）が出土している。小片で未図化だが、近世では伊万里の碗・皿が出土し、

近・現代では卸し皿（２６）や産地不明の陶磁器が出土した。

以上、縄文時代後期から現代に至るまで長期間にわたり本遺跡は営まれてきたことが窺える。集落

跡としての盛期は遺物の出土量から判断して、弥生時代後期～古墳時代前期と平安時代後半である。
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（新）

東経
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調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号
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粟津カンジャ

バタケ遺跡
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

粟津カンジャ

バタケ遺跡

集落 縄文 小穴、溝 縄文土器、石器
縄文時代の集落
跡。

集落
弥生～
古墳

掘立柱建物柱穴、土坑、
小穴、溝

弥生土器、土師
器

弥生時代～古墳
時代にかけての
集落跡。

集落
古代～
中世

掘立柱建物柱穴、土坑、
小穴、溝

土師器、須恵器、
珠洲焼、鉄製品

古代～中世にか
けての集落跡。

墓地
中世～
近世

溝、土坑墓
土師器、珠洲焼、
陶磁器

中世～近世の墓
地跡。

要 約

遺跡は河口から約４００m離れた川岸に位置し、標高１．８m～２．４m代を測る砂丘

上に立地している。旧河道のベースとなる砂層上で検出された小穴や溝から、縄

文時代後期の土器が出土しているが、建物跡は確認されていない。

また、弥生時代後期～古墳時代前期にかけての掘立柱建物柱穴や土坑、溝等か

ら弥生土器や土師器等が出土しているほか、古代～中世の掘立柱建物柱穴や土坑、

溝等も多数検出され、土師器、須恵器、珠洲焼等が出土していることから、周辺

に集落が広がっていたと考えられる。他に、中世～近世の方形の土坑が検出され

ており、土坑墓と考えている。



遺構検出状況（西から）

遺跡完掘状況（西から）

図版１（平成１５年度調査区①）



遺構検出状況（東から）

遺跡完掘状況（東から）

図版２（平成１５年度調査区②）



SD０１・０２完掘状況（南西から）

SD０７完掘状況（東から）

図版３（平成１５年度調査区③）
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図版４（平成１５年度調査区④）



調査区北壁土層断面（南東から）

SD０３～０９検出状況（東から） SD０４遺物出土状況（北から）

SK０１完掘状況（北から） SK０１土層断面（南から）

図版５（平成１５年度調査区⑤）



SD０１・０２土層断面（南から） SD０５－０６切合い土層断面（西から）

SD０５土層断面（西から） 調査区北壁土層断面①（南から）

調査区北壁土層断面②（南から） 調査区北壁土層断面③（南から）

調査区北壁土層断面④（南から） 調査区北壁土層断面⑤（南から）

図版６（平成１５年度調査区⑥）



遺跡完掘状況（東から）

遺跡完掘状況（南西から）

図版７（平成１６年度調査区①）
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図版８（平成１６年度調査区②）
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図版９（平成１６年度調査区③）
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図版１０（平成１６年度調査区④）



遺構検出状況（西から） P０１土層断面（北西から）

P０２土層断面（東から） P０４土層断面（南西から）

P０５土層断面（西から） P０６土層断面（北西から）

P０７土層断面（北から） P０８土層断面（北東から）

図版１１（平成１６年度調査区⑤）



P０９・４６土層断面（北東から） P０９・４６完掘状況（北から）

P１０土層断面（南西から） P１１土層断面（北から）

P１２土層断面（北東から） P１３土層断面（北から）

P１４土層断面（北から） P１６土層断面（西から）

図版１２（平成１６年度調査区⑥）



P１７土層断面（西から） P３５土層断面（東から）

SK０１検出状況（南から） SK０１土層断面（東から）

SK０２検出状況（西から） SK０２土層断面（東から）

SK０１・０２掘削作業風景（東から） SK０３土層断面（西から）

図版１３（平成１６年度調査区⑦）



SX０１土層断面（西から） SX０３－SK０５－SD０１切合い土層断面（西から）

SX０３・SD０１周辺完掘状況（北西から） SX０２土層断面（西から）

調査区北壁土層断面①（南から） 調査区北壁土層断面②（南から）

調査区北壁土層断面③（南から） 調査区北壁土層断面④（南から）

図版１４（平成１６年度調査区⑧）



図版１５（出土遺物①）
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図版１６（出土遺物②）
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図版１７（出土遺物③）
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図版１８（出土遺物④）
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図版１９（出土遺物⑤）
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図版２０（出土遺物⑥）
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